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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ●産業廃棄物収集運搬業 許認可別紙明細

●産業廃棄物処分業 許認可別紙明細

●一般廃棄物収集運搬業 許認可別紙明細

⑧

⑨

⑩

百万

人

㎡

ｔ

t

t

t

％

敷地面積 2,493 2,493 2,493

事業規模、処理実績 （年度　12月～翌年11月）

認証・登録の対象組織 　　上記の全組織及び全活動を対象としています

活動規模 単位 2019年度 2020年度 2021年度

従業員数 14 16 14

売上高　(8月～翌年７月） 153 152 173

(産廃処理場)

資本金 300万円

事業内容

      建設業許可・・・長崎県知事　許可（般-３）第11837号

平成19年 産廃減容プラント設置

環境管理責任者 山﨑好弘　連絡先；上記

shoubu0909@outlook.jp

平成元年11月24日

平成元年 有限会社熊建設設立

長崎県知事建設業許可取得

平成7年 長崎県知事土木業許可取得

●一般建設業（建築工事業、土木工事業、とび・土工工事業・解体工事業）

●産業廃棄物中間処理業

平成21年 長崎県知事とび・土工工事業許可取得

平成26年 有価物粉砕プラント設置

平成18年 産業廃棄物処分業許可取得

産廃破砕プラント設置

令和4年 代表者変更及び商号変更

　　　許可の有効期限：令和3年6月5日～令和8年6月4日

1,202

347 404 717

347 404 717

1,120

173.1

22.8% 19.8% 24.1%

79.8

1,682

79.2

一般廃棄物収集運搬量

産業廃棄物収集運搬量

中間処理量

うち　再資源化等量

再資源化率

1.組織の概要

●建築工事業、土木工事業、とび・土工工事業、解体工事業

事業者名 有限会社匠舞環境

代表者氏名 代表取締役  熊　亜津美

会社沿革

ＴＥＬ（095）-894-2332 ＦＡＸ（095）-894-2348

mail shoubu0909@outlook.jp

設立年月日

〒851-0501　　長崎市黒浜町1440番地

所在地（本社） 〒851-0501　　長崎市黒浜町839番地1

平成14年 産業廃棄物収集運搬業許可取得

平成15年 長崎市一般廃棄物収集運搬業許可取得

ＴＥＬ（095）-894-2332 ＦＡＸ（095）-894-2348

mail

対象活動 ●一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業
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事業範囲

事業範囲

取得地

令和3年7月14日から

令和5年7月13日まで
長崎市内

令和4年9月21日から

令和6年7月28日

長崎県 4200097662
平成34年8月19日

〇 〇 〇

（積替え・保管行為を含まない。）

石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む。　水銀含有ばいじん等及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。

長崎市 7911097662
平成34年7月23日

〇

繊

維

く

ず

⑪　許可内容

産業廃棄物収集運搬業許可証一覧
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・
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が
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〇 〇
平成39年8月18日

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇
平成39年7月22日

（積替え・保管行為を含む。）

石綿含有産業廃棄物を含み、　特別管理産業廃棄物であるものを除く。

〇 〇 〇 〇

所在地 長崎市黒浜町1440番地 面積 24

産業廃棄物種類 保管方法

金属くず

石綿含有産業廃棄物を含まない
屋外

繊維くず

石綿含有産業廃棄物を含まない

保管上限（㎥）

4.0

4.0

最大積上げ高さ（ｍ）

1.5

1.5

１事業の範囲　産業廃棄物処分業(中間処理)

許可番号 処分の方法 産業廃棄物の種類

長崎市 7921097662 減容 廃プラスチック類（発泡スチロールに限る。）以上１種類

2．事業の用に供するすべての施設

施設の種類 設置場所 設置年月 処理能力
許可年月日

許可番号

有効期限
令和3年10月4日

破砕
廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類　以上６種類令和８年10月3日

　　　　　（これらのうち、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

廃プラスチック類：1.20　t  /日（８Ｈ）

紙くず：0.78　t  /日（８Ｈ）

木くず：0.96　t  /日（８Ｈ）

減容施設 

長崎市黒浜町1440番地(ハイメルターRE-1502S 平成19年５月10日 該当なし

(株）山本製作所製）

時津町全

域

０.８　t  /日（８Ｈ）

廃プラスチック類（発泡スチロールに限る。）

屋外

産業廃棄物処分業許可証一覧

収集運搬業（積替え、保管行為を含まない）

生活系一般廃棄物、事業系一般廃棄物

収集運搬業（積替え、保管行為を含まない）

一般廃棄物(し尿・浄化槽汚泥・特別管理一般廃棄物を除く)

時津町 時津一廃許第8号

取得地　事業の範囲 許可番号 許可期限 区域

長崎市 長崎市　第284号

該当なし

金属くず：1.00　t  /日（８Ｈ）

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

        ：4.53　t  /日（８Ｈ）

がれき類：４.48　t  /日（８Ｈ）

一般廃棄物収集運搬業許可証一覧

破砕施設（ガラコントウ）

OGK－450HG

岡野興産（株）製

長崎市黒浜町1440番地 平成18年8月1日
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木くず 自社運搬 破砕 自社運搬
2次破砕

（チップ化）
原料売却

固形燃料

（RPF)

紙くず 自社運搬 破砕 自社運搬
製紙原料として

売却

自

社

運

搬

自社運搬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫(産業廃棄物フロー図）

収集運搬業者及び自社運搬

受入品目
収集運搬 中間処理 運搬 最終処分及び利用方法等

固形燃料として

再利用

金属くず 自社運搬 破砕 自社運搬
製鉄原料として

再利用

繊維くず・畳 2次破砕 破砕

ガラスくず・陶磁器くず 自社運搬

自社運搬

安定型埋立

コンクリート・アスファルトくず

非飛散性アスベスト 安定型埋立

破砕 自社運搬
再生砕石として

再利用

安定型埋立

原料として売却

廃プラスチック類 破砕 減容

廃石膏ボード

安定型埋立

がれき類 自社運搬 破砕 自社運搬 安定型埋立

原料として売却

自社運搬 破砕 自社運搬
再生砕石として

再利用
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車種 台数 備考 台数

4ｔ 2

3ｔ 1

2ｔ 3

クラム 4ｔ 1

12.0㎥ＢＯＸ 1

10.0㎥ＢＯＸ 2

8.0㎥ＢＯＸ 3

5.0㎥ＢＯＸ 2

4.0㎥ＢＯＸ 2

軽トラ 2

軽バン 1

0.15 1

0.25 1

ショベル 1

フォークリフト 1

破砕機 1

減容機 1

⑮建設、解体現場

収集先のお客様への不安を少しでも取り除く為、国からのガイドラインを遵守し作業しております。

▼建設工事及び解体工事においては、リサイクル率向上の為分別解体の徹底、建設混載をなくす努力をしております。

また、作業中、作業後の現場内整頓、場内及び現場周辺の清掃や周辺住民への配慮徹底に取り組んでおります。

⑬（運搬車両、重機等種類と台数）

中

間

処

理

▼現在のコロナ渦において、廃棄物処理業では「国民生活・国民経済の安定確保に不可欠な業務を行う事業者」

としての位置づけにおいて、コロナ感染症対策の体制整備、感染防止策の周知徹底を行っております。

各車両へ感染防止備品の設置、各従業員の作業前、作業後の除菌徹底、体調管理など

重機

2ｔ 1

区分

収

集

運

搬

ダンプ

アームロール

4ｔ 1
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　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　２０１９年９月　１日

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定1　２０１９年１２月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定2　２０２2年8月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         有限会社　匠舞環境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    代表取締役　熊亜津美

　　　　・建設廃棄物の発生抑制、削減、リサイクルを推進して産業廃棄物の最終処分量を削減する。

　  (7)　当社の事業に関連する環境の法規制を遵守します。

  　(8)　地域社会や建設、現場における環境保全活動を積極的に実施して

　　　　　地域の環境保全に貢献する。

　　(9)　環境経営レポートを作成し、従業員に周知し環境コミュニケーションを推進する。

　　　　・収集運搬時の作業時間や走行距離の短縮を図ります。

　

２．環境経営方針

    (1)　省電力活動の推進

　　　　・事業所の電気の省エネルギーを推進して二酸化炭素排出量を削減する。

　　(2)　燃料使用量削減による二酸化炭素排出量削減の推進

　　　　・エコドライブや運行ルートの効率化を図り、使用燃料を削減し環境負荷の低減を推進します。

　  (3)　廃棄物の削減、リサイクルの推進

　　　　・事業活動に伴う廃棄物を最小限にする努力をし、リサイクルを推進します。

　　(4)　雨水の利用や節水により水使用量を削減する。

　  (5)  グリーン購入の推進並びに循環資源の活用を推進します。

　  (6)　自らが提供するサービスに関する環境配慮の推進

　　　から信頼される企業を目指します。

2．　環境経営方針

環境経営方針

１．基本理念

　　　  有限会社匠舞環境は、一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業処理業

　　　産業廃棄物処理業並びに建設工事業を業としており、地球環境との調和・共生を目指し環境へ

　　　の取り組みを最重要課題とし法令遵守のもと、環境への取組を推進して環境負荷並びに

　　  環境経営システムを継続的に改善します。

　　　　また当社は、事業活動を通じて地域の環境美化の保全及び向上に努め、地域住民
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単位 該当事業所

備考：当社は化学物質は使用していません。

備考：自社からの産業廃棄物排出量は量が少なく殆どリサイクルしており、分別・削減活動に努めます。

12回以上 12回以上 12回以上

備考：（　）内％は、2018度の実績をベースとしての削減率又は増加率を示す。

備考：購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力,2017年度の調整後排出係数.0.463kg-CO２/kWhを使用。

備考：*印は本業におけるエコ活動を示します。

工事毎に実施 工事毎に実施
③低騒音、低振動型重機、工事機器の使用

④工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情件数削減

⑤工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。

7 地域貢献活動の推進 回/年間 本社 6回以上

76.1 77.1

基準比 （＋ 1ポイント）（＋ 2ポイント）（＋ 3ポイント）

6

*工事現場の環境配慮

①建設副産物の再資源化

率の向上

％ 建設現場
74.1 75.1

②工事の計画段階での安全、騒音・振動・塵埃対策実施 (低騒音型機械の採

用、防音防塵シートの使用、適切な散水による防塵対策)

工事毎に実施

毎年2品目の

採用

毎年2品目の

採用

5
事業に伴う

環境配慮
－ 本社 ー

優良産廃処理業

者認定の取得を

推進をする。

優良産廃処理

業者認定の取

得を推進をす

る。

優良産廃処理

業者認定の取

得を推進をす

る。

4 グリーン購入の推進 品目数 本社 未把握
毎年2品目の

採用

できる限り再資

源化の向上に努

める

3
水使用量の削減

（地下水）
ｍ３ 本社

メータ不設置の為

把握できてない
節水に努める 節水に努める 節水に努める

*受託した産業廃棄物の

再資源化の向上
－ 本社 数値目標設定せず

できる限り再資源

化の向上に努め

る

できる限り再資

源化の向上に努

める

2

一般廃棄物排出量の削減

(リサイクルを除く）
kg 本社

415.8 411.6 407.4

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

2,476 2,451

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

420.0

⑷ ＊灯油使用量の削減 L 本社
2,527 2,502

32,328 32,002 31,675

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

1,985 1,964

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

2,005

⑶ *軽油使用量の削減 L
本社

建設現場

32,655

⑵ *ガソリン使用量の削減 L
本社

建設現場

2,025

3,694 3,656

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）
⑴ *電気使用量の削減 kWh 本社

3,769 3,731

　　　当社の環境経営目標は2018年度実績を基準として策定しています。

97,461 96,476 95,492

各年度は12月～翌年11月とします。

３ ．環境経営目標

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

環境経営目標
2018年度実績基準

2018年4月-2019年3

月

2019年度 2020年度 2021年度

1
二酸化炭素排出量の削

減）（全社）
ｋg-CO2

本社

建設現場

98,445

６



2019年度～2021年度

⑤工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。

４．環境経営計画

1

二酸化炭素排出量の

削減

①各取組項目において使用量削減を推進する。 環境管理

責任者
代表者

②全活動においてＣＯ2削減を意識つける。

電気使用量の

削減

①室内空調温度を夏季28℃、冬季20℃に設定。

環境管理

責任者
代表者

②昼休み、不在時の照明消灯を行う。

③未使用パソコンの電源offを行う。

④機械の未使用時電源offの徹底。

ガソリン使用量の

削減

①エコドライブの実施。

環境管理

責任者

　事務所及び建設現場の事業活動における環境への負荷を低減するために以下の活動に取り組みます。

取組項目 取組内容 実行責任者 責任者

代表者
②遠方業務時は燃費の良い車を使用する。

③建設機械等の作業停止時はアイドリング禁止。

④定期的な整備の実施

軽油使用量の

削減

①運搬車両の効率的な収集ルートの設定および

環境管理

責任者
代表者

　　空車での帰社削減

②エコドライブの実施

③遠方業務時は燃費の良い車を使用する。

④建設機械等の作業停止時はアイドリング禁止。

⑤定期的な整備の実施

2

一般廃棄物の

削減

①紙使用量の削減を行う。

環境管理

責任者
代表者

　　・裏紙の使用、裏紙のメモ使用での再使用

②焼却ごみ、資源ごみ分別の徹底。

③リサイクルの推進

受託した産業廃棄物の

再資源化率の向上

①事業者への産業廃棄物の分別協力を推進。

環境管理

責任者
代表者

②事業者並びに再委託先との契約書等委託基準の遵守、マニフェスト管理の遵守。

③適切な中間処理による最終処分量の削減並びに再資源化先の拡大。

④収集運搬時の「収集運搬時に関わる基準」並びに「積替え保管に係る基準」の遵守。

⑤中間処理時の「産業廃棄物処理基準」並びに「構造基準及び維持管理基準」の遵守。

3 水使用量
①節水活動の維持。 環境管理

責任者
代表者

②定期的な点検を行う。

4 グリーン購入
①エコマーク製品、リサイクル製品の購入 環境管理

責任者
代表者

②購入状況の確認。

5 事業に伴う環境配慮 ①優良産廃処理業者認定の取得を推進する
環境管理

責任者
代表者

7 地域貢献活動
①地域ボランティア活動への積極的参加

6
工事現場での

環境配慮

①建設副産物の再資源化率の向上

環境管理

責任者
代表者

②近隣草刈、清掃の実施

②工事の計画段階での安全、騒音・振動・塵埃対策実施 (低騒音型機械の採

用、防音防塵シートの使用、適切な散水による防塵対策)

③低騒音、低振動型重機、工事機器の使用

④工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情件数削減　

環境管理

責任者
代表者

７



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所　属

５. 実施体制

役割・責任・権限

代表者

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する

・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金・情報）を準備する

・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・環境文書の制改定責任者

当社は全組織・全活動を

対象範囲としています。

・上記の結果を代表者に報告する。

ＥＡ２１事務局

・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行

う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

部門長

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

ＥＡ２１委員会
・三ヶ月に一度開催する。

・四半期毎の進捗状況を確認する。

環境管理責任者

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し、環境実績を向上させる。

・環境経営目標、環境経営計画を作成する。

・3ヶ月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実行状況を確認する。

・自部門に関連する法規制等を順守する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の教育・訓練を実施する

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

（総務長、副工場

長）

代表者

環境管理責任者

ＥＡ２１委員会

事務部門 (3人)
工場部門 (11人)

現場統括

ＥＡ２１事務

局

８



6．環境経営目標の実績・取組結果とその評価　（2021年度）

97,461 96,476 95,492 87,817

(月平均8122) (月平均8040) (月平均7,957) (月平均7,318)

3,731 3,694 3,656 3,936

(月平均310) (月平均308) (月平均304） (月平均328）

2,005 1,985 1,964 4,691

(月平均167) (月平均165) （月平均163） （月平均413）

32,328 32,002 31,675 28,538

(月平均2694) (月平均2667) （月平均2,369） （月平均2,378）

2,502 2,476 2,451 596

(月平均208) (月平均206) （月平均204） （月平均49）

416 412 407 358

(月平均34) (月平均34) （月平均33） （月平均29）

節水に努める

①建設副産物の再資源化率の向

上
% 75.1 76.1 77.1

工事毎に実施

工事毎に実施

工事毎に実施

工事毎に実施

 備考：目標達成率＝目標値／実績値、評価：目標達成　○、目標未達成　×で表すものとする。

 備考：購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力,201７年度の調整後排出係数.0.463kg-CO２/kWhを使用しています。

 備考：当社は化学物質は使用していません。

 備考：当社は地下水を使用しており、メータがなく使用量は把握していませんが節水活動に努めます。

備考：自社からの産業廃棄物排出量は量が少なく殆どリサイクルしており、分別・削減活動に努めます。

（2021年度：2021年12月～2022年11月） 

環境経営目標 単位
2019年度年間

（2019年4月～2020

年3月）

2020年度年間

（2020年12月～

2021年11月）

2021年度　目標　（2021

年12月～　　　2022年11

月　）

2021年度　実績（2021

年12月～2022年11月

）

目標達

成率

目標達成

の評価

1
二酸化炭素排出量削減 ｋg-CO

２

109% 〇
全社

⑵ ガソリン使用量の削減 L 42% ×

⑴ 電気の使用量の削減 kWh 93% ×

111% 〇

⑷ 灯油使用量の削減 L 411% 〇

ー
できる限り再資源

化の向上に努める

できる限り再資源化

の向上に努める

できる限り再資源化の

向上に努める

⑶ 軽油使用量の削減 L

24%
前期より

向上した
〇

3 水使用量の削減 ー 節水に努める 節水に努める
グリップロック付ノズルを増やし

無駄な使用削減に努めた

2

一般廃棄物排出量の

削減(リサイクルを除)
kg 114% 〇

*受託した産業廃棄物の

再資源化の向上

〇

4 グリーン購入の推進 品目数/年 2品目 2品目 2品目 10品以上購入 〇

優良産廃処理業者認定説明会に

参加したりセミナー受講を実施した
○

優良産廃処理業者

認定の取得を推進す

る。

6

工

事

現

場

の

環

境

配

慮

91.5

○

②工事の計画段階での安全、騒音・振動・塵埃対策実施 (低騒音型機械の採

用、防音防塵シートの使用、適切な散水による防塵対策)
工事毎に実施

③低騒音、低振動型重機、工事機器の使用 工事毎に実施

5
事業に伴う

環境配慮
回/年間

優良産廃処理業

者認定の取得を

推進する。

優良産廃処理業者

認定の取得を推進

する。

7 地域貢献活動の推進 回/年間 12回以上 12回以上 15回 ○

④工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情件数削減 工事毎に実施

⑤工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。 工事毎に実施

12回以上

9



3

4

5

6

7 地域社会貢献活動
自治会の清掃活動に参加し地域コミュニティにふれる機会が増えた。

毎月の周辺道路清掃を継続しているため、地域住民の困りごとや要望を自治会を通して相談されることも増え地

域の環境保護活動につながっている。

工事現場の環境配慮

・環境配慮型の機材を調達し工事では事故、騒音、振動、塵埃防止に留意し苦情はなかった。

また、作業開始と作業終了時に現場周辺への挨拶と清掃を実施し環境配慮と地域住民への配慮の徹底がなさ

れ作業する側も気持ちよく施主への引き渡しができた。

工事では分別作業を徹底しリサイクル向上に勤め建設混載の発生抑制を達成できた。

2

一般廃棄物の削減
・各社員が昼食購入ではなく、各家庭からｍｙ弁当持参による努力で自社からでる一般廃棄物の抑制につなが

りました。

*受託した産業廃棄物の

再資源化の向上

・品目別のリサイクル率を算出するなどし、自社での再資源化の徹底や分析、また中間処理後の廃棄物を再資

源化できる業者を選定するなど、最終処分量の削減に取り組まなければなりません。

また、排出事業者にも引き続き分別の協力を要請しリサイクル率の向上に取り組みます。

事業活動に伴う環境配慮

（廃棄物収集処理業）

・優良認定に関する説明会への参加やセミナー受講を行い認定に必要な準備に着手した。

今後も引き続き取組計画に沿って継続していきます。

水使用量の削減
・当社は地下水利用の為、メーター設置をしておりませんが、節水に心掛けて使用し場内の清掃などには

雨水を利用するなど工夫した

グリーン購入の推進 ・備品等購入の際クリーンマーク付きの商品を検討し購入するよう努めた。

電気使用量の削減

・節電の取組が周知され使用していない電気機器類のON、OFFの徹底がなされた。

またコロナ渦においても換気しながらこまめな空調温度の管理に努めたが、場内作業での電動工具使用率の　増

加と倉庫内の電気設備設置が目標未達成の要因となった。

今後も引き続き取組計画に沿って継続していきます。

7.環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の取組内容

取組項目 評価

1

二酸化炭素排出量の削

減

全社

・全社の二酸化炭素排出量削減は目標達成した。受注内容によって使用燃料等に違いがでてくるものの

今後も引き続き取組計画に沿って継続していきます。

ガソリ使用量の削減

・受注先への移動などガソリン車を使用する機会前年度よりも多く使用量の増加につながった。

また、建設現場でのリース機器借用の際省エネタイプ導入の徹底がなされた。

また、個々ではドラレコ管理システムによる運転分析や運転日誌で使用燃料、走行距離の見える化によりエコドラ

イブの認識が　　　　　　　　　高まっている。

今後も引き続き取組計画に沿って継続していきます。

軽油使用量の削減

・ドラレコ管理システムの導入により加速や減速のリアルタイムデータで毎日の運転見直しができ無駄な使用を削

減できた。

また、建設現場や中間処理施設でのアイドリング禁止や廃棄物回収業務においては位置情報を共有し空車戻り

をなくし　　　　　　　　　　　　　　　　無駄なルートの見直しや新規契約ではルート上の契約が可能かなど無理、無

駄のない取組を心がけた。

灯油使用量の削減 ・計画的な作業により無駄な稼働抑制に努めた。各年度別で比較すると大きく削減はできている。

10



単位 該当事業所

備考：（　）内％は、2021年度の実績をベースとしての削減率又は増加率を示す。

備考：購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力,2020年度の調整後排出係数.0.479kg-CO２/kWhを使用。

備考：*印は本業におけるエコ活動を示します。

備考：当社は化学物質は使用していません。

備考：自社からの産業廃棄物排出量は量が少なく殆どリサイクルしており、分別・削減活動に努めます。

８ ．今後の環境経営目標

　　　当社の環境経営目標は2021年度実績を基準として策定しています。 各年度は12月～翌年11月とします。

2022年度～2024年度

現状を維持する 現状を維持する 現状を維持する

87,001 86,122 85,244

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

環境経営目標
2021年度実績基準

2021年12月～2022年

11月
2022年度 2023年度 2024年度

1
二酸化炭素排出量の削

減）（全社）
ｋg-CO2

本社

建設現場

87,880

3,857 3,818

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）
⑴ *電気使用量の削減 kWh 本社

3,936 3,897

⑶ *軽油使用量の削減 L
本社

建設現場

28,538

⑵ *ガソリン使用量の削減 L
本社

建設現場

4,691

28,253 27,967 27,682

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

4,597 4,550

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

4,644

（△ 2％） （△ 3％）

584 578

（△ 1％） （△ 2％） （△ 3％）

358.0

⑷ ＊灯油使用量の削減 L 本社
596 590

できる限り再資源

化の向上に努める

3
水使用量の削減

（地下水）
ｍ３ 本社

メータ不設置の

為

把握できてない

節水に努める 節水に努める 節水に努める

*受託した産業廃棄物の

再資源化の向上
％ 本社 24%

できる限り再資源

化の向上に努める

できる限り再資源

化の向上に努める

2

一般廃棄物排出量の削減

(リサイクルを除く）
kg 本社

354.4 350.8 347.3

（△ 1％）

現状を維持する 現状を維持する

5
事業に伴う

環境配慮
－ 本社

SDGsの認証登録

を推進する。

4 グリーン購入の推進 品目数 本社 5品 現状を維持する

SDGsの認証登録を推進する。

12回以上 12回以上

工事毎に実施 工事毎に実施
③低騒音、低振動型重機、工事機器の使用

④工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情件数削減

⑤工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。

7 地域貢献活動の推進 回/年間 本社 12回以上

6

*工事現場の環境配慮

①建設副産物の再資源化

率の向上

％ 建設現場

②工事の計画段階での安全、騒音・振動・塵埃対策実施 (低騒音型機械の採

用、防音防塵シートの使用、適切な散水による防塵対策)

工事毎に実施

12回以上

91.50%

11



2022年度～2024年度

⑤工事現場及び周辺の定期的な清掃を実施する。

９．今後の環境経営計画

1

二酸化炭素排出量の

削減

①各取組項目において使用量削減を推進する。 環境管理

責任者
代表者

②全活動においてＣＯ2削減を意識つける。

電気使用量の

削減

①室内空調温度を夏季28℃、冬季20℃に設定。

環境管理

責任者
代表者

②昼休み、不在時の照明消灯を行う。

③未使用パソコンの電源offを行う。

④機械の未使用時電源offの徹底。

ガソリン使用量の

削減

①エコドライブの実施。

環境管理

責任者

　事務所及び建設現場の事業活動における環境への負荷を低減するために以下の活動に取り組みます。

取組項目 取組内容 実行責任者 責任者

代表者
②遠方業務時は燃費の良い車を使用する。

③建設機械等の作業停止時はアイドリング禁止。

④定期的な整備の実施

軽油使用量の

削減

①運搬車両の効率的な収集ルートの設定および

環境管理

責任者
代表者

　　空車での帰社削減

②エコドライブの実施

③遠方業務時は燃費の良い車を使用する。

④建設機械等の作業停止時はアイドリング禁止。

⑤定期的な整備の実施

2

一般廃棄物の

削減

①紙使用量の削減を行う。

環境管理

責任者
代表者

　　・裏紙の使用、裏紙のメモ使用での再使用

②焼却ごみ、資源ごみ分別の徹底。

③リサイクルの推進

受託した産業廃棄物の

再資源化率の向上

①事業者への産業廃棄物の分別指導を推進。

環境管理

責任者
代表者

②事業者並びに再委託先との契約書等委託基準の遵守、マニフェスト管理の遵守。

③適切な中間処理による最終処分量の削減並びに再資源化先の拡大。

④収集運搬時の「収集運搬時に関わる基準」並びに「積替え保管に係る基準」の遵守。

⑤中間処理時の「産業廃棄物処理基準」並びに「構造基準及び維持管理基準」の遵守。

3 水使用量
①節水活動の維持。 環境管理

責任者
代表者

②定期的な点検を行う。

4 グリーン購入
①エコマーク製品、リサイクル製品の購入 環境管理

責任者
代表者

②購入状況の確認。

5 事業に伴う環境配慮
環境管理

責任者
代表者

①SDGsの認証登録を推進する。(行政、取引先等）長崎県は登録済み

②自社の環境活動を発信する。

環境管理

責任者
代表者

②近隣草刈、清掃の実施

②工事の計画段階での安全、騒音・振動・塵埃対策実施 (低騒音型機械の採

用、防音防塵シートの使用、適切な散水による防塵対策)

③低騒音、低振動型重機、工事機器の使用

④工事での事故、騒音・振動・塵埃による苦情件数削減　

環境管理

責任者
代表者

7 地域貢献活動
①地域ボランティア活動への積極的参加

6
工事現場での

環境配慮

①建設副産物の再資源化率の向上
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①当社が遵守すべき主な環境関連法規は下記のとおりです。

詳細は別紙、「環境関連法規等の取りまとめ」に記載しています。

②環境関連法規制違反・訴訟など

　環境関連法規制への違反・訴訟は、ありませんでした。

なお、過去3年間において違反、訴訟はありません。地域住民及び利害関係者からの

苦情や指摘等も一切ありませんでした。また、外部からの苦情等も3年間ありませんでした。

令和5年1月20日

環境管理責任者　　山﨑好弘

10.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

法令の名称 該当する項目 遵守状況

騒音規制法 騒音防止 遵守確認済

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

産業廃棄物の適正な処理 遵守確認済

振動規制法 振動防止 遵守確認済

労働安全 衛生法

作業主任者の選任　（はい作業、コンクリート
解体作業、石綿取扱作業、他）、、有資格者
による就業、解体･改修工事に伴う「石綿等」

の除去作業他

遵守確認済

道路運送 車両法
日常点検整備、定期点検、点検整備記録簿

の当該自動車に備え置
遵守確認済

特定特殊自動車排出ガス
の規制等に関する法律(オ
フロード法)

特殊自動車の使用による大気の汚染の防止
を図り、国民の健康を保護するとともに生活

環境を保全する
遵守確認済

建設リサイクル法 特定建設資材廃棄物の再資源化 遵守確認済

　建設業法
建設業を営む者の資質の向上、建設工事の

請負契約の適正化等
遵守確認済

長崎県産業廃棄物適正処
理指導要綱

事業者等の責務、排出事業者の責務、
処理業者の責務、処理施設の設置等

遵守確認済

長崎県環境基本条例
自然環境を適正に保全し廃棄物を適正に処

理
遵守確認済

長崎市廃棄物の減量及び
適正処理に関する条例

事業系廃棄物を自らの責任において適正に
処理、廃棄物の発生抑制

遵守確認済

長崎市環境基本条例
環境の保全上の支障を防止する必要な措置

を講ずる
遵守確認済

消防法 消防の用に供する設備の設置 遵守確認済

改正フロン排出抑制法 簡易点検・記録の保存、フロン漏洩の処置 遵守確認済
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代表取締役　熊亜津美

11.代表者による全体の評価と見直し・指示

今期も新型コロナウイルス感染症拡大の状況下で、廃棄物処理にかかわる社員の健康を第
一に考えながら日々の業務の中で負担にならず継続的な取組ができるか模索し環境目標設
定をクリアするため社員が同じ志で取り組んでくれたことに感謝しています。
小さな１歩かもしれませんが、日々の取組の継続が地域社会とのコミュニティを生み、
これまでの廃棄物処理と地域社会の塞がれたイメージから気軽に来社でき、相談、確認が
できる環境へと変わりつつあることは社員の努力と日々の学びだと評価しております。
また、内外部からも取組へのアドバイスやマッチング提案などの情報交換の場をご縁いた
だくことも増えており来年度以降を同じ実施体制で社員と共に今期よりも深い学びをでき
ることを期待し、廃棄物処理業という社会機能維持者としての責任をこれからも意識して
活動いたします。
自社の取組の中では、リサイクル品目により大きな偏りがあることを課題にし社員ととも
に今後も学びの場と経験の場を設けていく努力をし世界規模で加速するＳＤＧｓの取組に
よる持続可能な社会の実現に今後も取り組んでまいりたい所存です。

2023年1月25日

有限会社匠舞環境
shobukankyou
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